
「有明小学校の有明棒踊り伝承の取組」 

 

１ 学校名     

志布志市立有明小学校 

 

２ 学年・人数   

５年生～６年生（計３３人） 

 

３ 日時・場所   

（１） 練習の日時・場所  

 平成２６年１０月３日 ８：３０～１０：３５ 

１０月１５日，１７日 １４：１５～１５:５０ 

有明小学校体育館  

（２） 発表の日時・場所  

平成２６年１０月１９日１２：００～１２：２０ 開田の里公園  

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について 

（１）名称  

有明棒踊り（ありあけぼうおどり）  

（２）由来  

   昭和６１年度，曽於地区の郷土教育指定校となったことを受け，学校・

家庭・地域をあげて郷土教育への取組がなされた。その一環で長らく途絶

えていた校区内の仮屋集落の棒踊りを復活させ，研究公開や運動会，地区

の祭，曽於地区教育振興大会で披露した。その後，毎年，運動会で披露し，

野井倉開田の中心にある有明小学校で奉納するようになった。  

（３）構成等  

   有明小学校５～６年生全児童  

 

５ 保存会や地域との連携の具体  

保存会は無いが，校区公民館より伝承活動補助金をいただいている。指導

は校区在住の卒業生に依頼している。校区公民館主催の「祝敬老ふれあい元気

まつり」に出演し，校区民に披露している。  

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

   これまで，教員が見よう見まねで指導してきたが，いつの間にか創作にな

って，本来の踊りとは違うという声があり，昔子ども会で踊っていた保護者

に指導をお願いするとともに，総合的な学習の時間の指導計画に位置付け，

練習時間の確保を行った。  

 

 



７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合的な学習の時間にて，講師（保護者）による指導】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【元気まつり出演前の練習】     【有明校区祝敬老元気まつりでの披露】  

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見  

 ・ 拍手をたくさんもらえて，守られている気持ちがした。（児童）  

 ・ 本番はしっかりできるか不安だったけど，しっかり踊ることができて安心

した。（児童）  

 ・ 伝統ある踊りであるが，保存会の組織がなく，正しく伝承できるのか心配

したが，昨年度から引き続き，地域の方（保護者）が，指導に来てくださり

ありがたい。しかし，他に指導できる地域の方（保護者）が，なかなか見つ

からないのも現状の課題である。（教員）  

 

 

 

 


